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第 2 章においては転位反応の拡張がアリルアノレキルケトン類に求められ， αーアリノレカルボン酸類が合成





























な新反応とみられる。つぎの第 2 篇はこれに関するもので 3 章に分かれ，第 L草は脂肪族ケトンからのカ
Jレボン酸の生成に関するものである。




CHs-C-CH2R H202 -Se02 ,\ R-CH-COOH 11 一→







第 2 章は芳香族ケトン類に対して過酸化水素一二酸化セレン試薬を作用きせた結果を述べ，第 1 節はア
セトフェノン，第 2 節はフェニノレアルキルケトン，第 3 節はデスオキシベンゾインに関するものであり，
第 1 章に記述した脂肪族ケトンの場合と同様な転位反応を認め，アセトフェノンからはフェニル酢酸，フ
ェニルアノレキルケトンからは，つぎの一般式で示すようなフェニル基の転位がおこることを見出した。
R-CH2 ーC-Ar 島監二S巳O2→R-CH-COOHdl 
Ar 
またデスオキシベンゾインはジフェニル酢酸と安息香酸のベンジルエステルとになることを認めた。
第 3 章は第 1""第 2 章の実験結果を基として，著者の発見した新しい転位反応の反応機構に対する考察
に関するもので，前述のようにケトンのエノール化がその反応の難易を決するものと結論している。
結論では上記の結果が総指されている。
以上要するに，本論文はオレフィンからの直接グリコールの合成研究にはじまり，乙れによって見出さ
れた過酸化水素二酸化セレン試薬の特異な反応を巧にケトン類に応用して炭素数を同じくするカルポン
酸の合成に成功し，従来認められなかった新しい転位反応を確立せしめるとともに，カルボン酸の合成法
に関して新しい分野を開拓したものであり，石油化学の進展に伴ってこのようなカルボン酸の工業的用途
も大いに開拓される乙と疑いなし本論文はこの方面の学術上および工業上の今後の進歩に有力な指針を
与えるものと考えられる。よって本論文は博士論文として充分に価値あるものと認められる。
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